
旧北上川の堤防整備の概要について 

平成24年7月13日 
東北地方整備局 北上下流河川事務所 



阿武隈川 

名取川 

鳴瀬川 

北上川 

旧
北
上
川 

1 ※H23.9.9 宮城県沿岸域現地連絡調整会議資料より抜粋 

宮城県沿岸の海岸堤防高 
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○河口部の河川堤防高は、海岸堤防高と整合を図りながら、洪水、高潮、津波（「施設計画上の津波」）に
対して必要とされる堤防高のうち最も高い堤防高を区間ごとに設定する。 

○なお、「最大クラスの津波」については、津波防災まちづくり等と一体とした減災を目指す。 

高潮で堤防の高さが設定される場合の考え方 津波で堤防の高さが設定される場合の考え方 

・現行の海岸堤防計画(高潮計画)と同じ外力を対象とし、
今次の地震に伴う海底地形の変化を反映する。 

・高潮で設定される河川堤防高は、計画高潮位に波の打
上げ高を加えた高さを基にして設定する。 

・河口地点は海岸堤防高と同じ高さとし、地形地物によ
り区切られる区間を考慮して現在の計画堤防高を高く
することを基本に設定する。  

・数十年から百数十年の頻度で発生している津波を対 
象とし、海岸堤防計画における津波と同じ「施設計
画上の津波」とする。 

・河川における「施設計画上の津波水位」は、津波シ
ミュレーションより求まる水位を基にして設定する。 

・河川堤防の高さは、「施設計画上の津波水位」を包
絡するようにして設定する。 

○旧北上川、鳴瀬川、名取川、阿武隈川が該当 ○北上川が該当 

（施設計画上の津波水位） 

現計画堤防高を高くする範囲 

※イメージ図 ※イメージ図 

※東日本大震災における津波災害を受けて通知された国土交通省通達 

「河川津波対策について」（平成23年9月2日付）に基づいて設定。 

海岸計画堤防高 

（現計画堤防高） 

計画堤防高（高潮対応） 

計画高潮位 

打上げ高 

の増大 

津波ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ計算結果 

（現計画堤防高） 

計画堤防高（津波対応） 
海岸計画堤防高 
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河口部河川堤防高の設定(案)の考え方 
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日和山 

7.2m 

7.2m 

河川堤防 

公園・緑地 

居住系 

道路盛土 

中心市街地 

居住系 

産業系 

TP7.2m 

TP7.2m 

TP4.5m 

TP7.2m 
～4.5m 

TP7.2m 
～4.5m 

海岸計画堤防高 河口部計画堤防高 （1.6k） 

（新）TP7.2m 

（旧）TP6.2m 

（新）①TP7.2m 

（旧）TP4.1m 
（新）②TP4.5m 

TP4.1m 

（1.9k） 

（石巻大橋（3.4k）） 

（0.2k～0.6k） 

道路盛土 
※高盛土道路、居住系、産業系、公園・緑地等については、 

石巻市震災復興基本計画を参考に記載 
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旧北上川河口部における堤防高の設定（案） 平成23年12月27日記者発表資料 

（国土交通省東北地方整備局）より 

※本設定（案）は、今後、河川整備計画の策定・変更手続きにおける学識経験を有する者、関係住民等からの意見聴取等を経て決定される。 



川湊（かわみなと）として栄えた街 
・川と街が自由に行き来できる 

堤防整備への不安 
・住み慣れた街を離れる、景観等  

堤防計画に対する合意形成 

市街地の広がり 
・川沿いに市街地（事業所・住宅）が拡大  

堤防の必要性の説明 
   ①北上川の概要 
 ②旧北上川における水害 
 ③地盤沈下の状況 
 ④アンケート結果 
 ⑤河口部河川堤防高の設定（案）の考え方 

 ⑥堤防設計の基本方針 

 ⑦震災における堤防の被災（津波・液状化） 

 ⑧堤防ができるまで 

◆自治会長ﾋｱﾘﾝｸﾞ→地元説明会 

◆商工会議所との意見交換会 
 まちづくり協議会の勉強会 

◆行政機関（国、県、市）の連携 
 ・復興防災基盤連絡調整会議 

堤防計画の合意形成 

堤防を活かした安全・安心な復興まちづくり 
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